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(哩 (l')A-('榊 p't'''2)A,LRL,7≡写 (評pQ)2-写 'wpQ)21 去 , (4)
と任意のtで関係づけられ,局所平均場の揺らぎを平均化によって抑制する因子Fは模型の結合定
数で決まる･CMLKでは,7-1/K-1/Nであり,(R-II)を端的に与える(実は結果(a-II)を解析
的に理解しようとしてこの仮説にたどり着いた).POW｡模型については,D-2,3でサイトpか
ら等距離の近傍系を球面 (円)でなく正6面体 (正4角形)で近似すればFを解析的に評価できる･
例えば,α-1/2,1,3/2では,D-1,2,3のいずれでも7-logN/4Nとなる.これは(R-I)と一致
する.作業仮説で(R一日Ⅰ)も説明でき,さらに,刀-1のPOW｡のMSD曲面のみを入力データとし
て,他の8通りのケース【3(相互作用の種類)×3(D-1,2,3ト 1-8]のMSD曲面も大変よく再現
できることもわかった.最近の論文 7)を参照されたい.また,ここでの報告は写像素子の結合に
限られているが写像素子の考察は流れ素子の結合系へも応用を持つ.9)
一つの素子でカオスは周期窓と共存する.その古典結合系で必然的に現れるMSCAのような
コヒーレント状態は,多数系の準古典状態の考察にも意味を持つのではないだろうか.-
ユニバーサリティ仮説の検証は共同研究者塚田将 (現日立ソフト)の努力で裏打ちされている･
この機会に謝意を表したい.またオーガナイザーの諸先生には分野を超えた交流の機会を作ってく
ださったことに感謝を申し上げる.
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